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図１ 満地球の撮影タイミングの説明 

この図は太陽を中心におき、地球、月、「かぐや」の位置関係を北極側から見たもので

す。黒矢印は「かぐや」の月を回る衛星軌道、赤矢印は「かぐや」の進行方向、および

緑矢印は太陽を回る地球の公転方向を示しています。ヨーアラウンドとは、太陽電池

パドルを太陽方向に向けるために衛星の進行方向を変える姿勢制御用のスラスタを

使って制御することです。４月３日にヨーアラウンドを実施し、「かぐや」の衛星の進行

方向は現在打ち上げ時のーＸ方向（後向き）と１８０度反対に現在は＋Ｘ方向（前向き）

に飛行しています。これにより、ハイビジョンカメラの望遠カメラが進行方向に向いてい

ます。 
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図２ ハイビジョンカメラ（ＨＤＴＶ）の取付位置 

現在のかぐやの進行方向 

（平成２０年４月３日に太陽電池パドルを太

陽方向に向けるため、衛星の進行方向が変

わりました） 

② 広角レンズの撮影範囲 

 - 北極付近で地球の入りを撮影 

HDTV 

①･ 望遠レンズの撮影範囲 

 －南極付近で地球の出を撮影－
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表１ ２月２５日以降のハイビジョンの撮影リスト 

場所 
撮影開始時間 

（日本時間） 
撮影終了時間 撮影開始地点 撮影終了地点 

プラトー 
２月２５日  

１６時４１分 
１６時４９分 

北緯７８度 

東経３３９－５度付近 

北緯５４度 

東経３４７度－３５５度付近

ピタゴラス 
２月２９日 

１４時５６分 
１５時０４分 

北緯８１度 

東経２７９度－３１５度付近 

北緯５７度 

東経２９４度－３０３度付近

フンボルト海 
３月１６日 

１９時３３分 
１９時４１分 

北緯７５度 

東経７３度－９３度付近 

北緯５１度 

東経８０度－８９度付近 

晴れの海 南部 
３月２２日  

９時１３分 
９時２１分 

北緯１９度 

東経１０度－１６度付近 

南緯５度 

東経９度－１５度付近 

満地球の入り 
４月５日 

１２時１５分 
１２時１９分 

北緯８６－８７度 

東経１１８－２５９度付近 

北緯７６度 

東経１７６－１９９度付近 

満地球の出 
４月６日  

６時４４分 
６時４５分 

南緯８２－８３度 

東経１５２－１９４度付近 

南緯８５－８６度 

東経１３４－２０９度付近 

※ これらについても、ＪＡＸＡのディジタルアーカイブにて公開しております。 

 

 

 

表２ ハイビジョンカメラ（ＨＤＴＶ）の主要諸元 

項目 仕様 

ハイビジョンカメラ 

センサ 

使用チップ数 

プリズム 

レンズ 

FOV（視野角） 

  

 

CCD（1920×1080：有効画素数） 

3 チップ 

ダイクロイックプリズムによる三原色分光 

固定焦点(T：望遠、W：広角) 

広角：51.23°(水平),  30.17°(垂直) 

望遠：15.60°(水平),  8.80°(垂直) 
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